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仁朝日
活気あふれる I 

果市場の朝市」車
問

A

抽・8品
τ
t
t

古くから菜食主聾をもって任じてきた日本も、終戦後アメリ

カ文化的な食生活をとり入れ、肉食主義へ大きく転換し、学校

給食などの影響もともなって、日本人の体位は著しく向上した

と言われている。

しかし、肉食主識もぎるととながら、アメリヵ、ヨーロツバ

では、近年、 生野菜や生ジュースなどを大量に領取する食生活

に変わってきていると、視察から帰った日本人の異口同音に言

うことばである。

近年、日本人の野菜摂取の傾向も、従来の地方特有の単一的

な摂取に止まらず、文也の向上と共に、各種多岐にわたり、 1!t

取量も年々噌加している。

昔は大留になると野猿の疏入が途絶し、とたんに価怖が換謄

するのが普通であった。

国道8号線の開通に伴い、魚津に本社を有する③妹式会社新

川青果食品市場が朝日町にその分騒を設けたのは昭和39年8月

であるが、富山県の東端の拠点である当朝日町に、 市場鉱艇を

目智して創設以来、そさい、果実等の供給に、めざましい活動

を示している。

なお、 当町進出の段も大きな目的は、当町周辺の生産地から

出荷される、 背果物の集荷供給にあるが、現在主な生産地は、

山崎、細野、三枚橋などで、町外では入者地区、舟見n 愛本新

などからも各種のそれぞれヂ節に応じた果’夫儲かli¥{i:jされてい

る。

これら出荷された背果物は、県外店主のものとJtに、 1;viけ、人

笛地区；の背果小克業者の手を経て、消費者の食脈に供されるわ

けである。

ただ現在、前述のように生産地が限定されているため、多以

なものが出荷される反面、民的には少なく、米の／.11向奨納金制

度の臆l上などと関連し、 民業の多角経院が改めてIll~ばれる.J~ う

になり、当市場では、そざい生産者の増加を布切し、〈いゐ。

現伍、市場には、以外からのものは凶国、 ；h・l‘l‘

関東悶辺、東北などの産物；がさばかれており、年1111川川泊は

8.000万円に及んでいるが、一方当i;y旧PIS内からの/B的制は、

創立当初はわずか作間 2007.}l'JぐらいであっJこのが、 Jj.t伝、

850万円にのぼっている。

なお、 本社では、近く、~；潟県糸魚川地r－＜ま·c ilt: w~r <) .. 1・1!11r 

がなされており、 その際、i以Ij I高も 1出flJを卜まれるものと予

恕されるが、それにしても、 勺地域は冬期多’ti'J也，：i：・であり、従

って単作地桔：としての｜当然的条件が大きく摘たわっているむの

の、担当行政機関や指線機関の悩極的な活動と例・せて、民家l°I

体の研究により、 ζの際特！こ地元1;iJj 日開ff立びその1；·~辺1;anから

のそさい類の出｛~jが.!PH~iされている。 〈編山安n間部部約）
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全
国
植
樹
祭
に
こ
臨
席
の

天

后

両

陛

(2) 第166号

天
内
」
、
明
日
刷
陛
ド
に
は、

第
二
十
回

全
国
植
樹
祭
に
ご
臨
時
の
た
め
、
五
月
二

十
四
日
午
後
三
時
五
十
四
分
、
古
出
富
山

県
知
事
は
じ
め
県
道
出
閣
会
議
員
、
中
川

朝
日
町
長
ら
の
お
迎
え
を
受
け
、
旅
の
お

疲
れ
の
賊
子
も
み
ら
れ
ず
、
元山
知
な
お
怪

で
泊
駅
に
お
茄
ぎ
に
な
ら
れ
、
八
十
才
以

上
の
高
令
者
と
駅
，
削
広
場
を
う
ず
め
る
数

百
人
の
万
才
の
欲
川
わ
き
あ
が
る
配
制
に

お
こ
た
え
に
な
り
な
炉
ら
、
お
川
白
自
動
車

臣ヨ
三E

自
:=:. 

下

に
お
乗
り
か
え
に
な
ら
れ
、
栄
町
通
り
か

ら
舟
見
街
道
を
お
進
み
に
な
り
ま
し
た
。

九
十
年
ぶ
り
の
ご
巡
予
と
め
っ
て
、
む

道
で
待
ち
わ
び
る
一
万
五
千
の
人
波
と
日

の
丸
の
お
迎
え
に
、
終
的
に
こ
や
か
に
チ

を
お
ふ

η
に
な
り
、

一
郎
越
路
の
脈
の
第

一
円
自
の
お
山問
、
字
戸
川
月
町
延
対
命
誌
に

向
か
わ
れ
ま
し
た
。

（
町
長
円
余
）

八
写

真

V上
l
鴻
駅
に
お
着
き
に
な
っ

た
両
陛
下

左
｜
沼
通
を
う
ず
め
る
泰
迎

の
人
波

長
崎
四
郎
平
氏
に

林
業
功
労
者
表
彰

森
林
組
合
は
団
体
表
彰

大
ey
n
t
口
山
時
卜
を
お
迎
え
し
で
の

第
二
十
制
全
同
組
問
rM1
H
の
悶
十
日
料
化

・
一
会
に
お
い
て
、
二
十
八
午
間
も
林
業
側

一
怖
に
此
口
説
折
川
円
台
地
域
林
忠
一
般
刷
に
日

献
さ
れ
た
長
崎
四
郎
山
下
さ
ん
は
多
年
に
わ

た
る
林
業
山
川
A

旬
以
引
と
し
て
知
市
e

ド
火
停
を
交

け・
り
れ
ま
し
仁
。

ま
た
削
口
別
総
机
組
合

・も
vH
料
化
部
・
業
の
術
進
に
切
力
さ
れ
た
山
制

h

i－
－L
，
l
、
，市
川
t
Jh
i
k
じ休日仏
民
三
ぞ
L
’h
．、

治
，

Jtfc
t

r・H
Uリ
’r
i
l
p
u
M
dづ
1LJ

よ
り
佐
助
状
が
閉
門
し
さ
れ
ま
し
た
w

今
後

ま
ず
支
ナ、

広
大
な
林
野
ぞ
目f
－一つ
初
日
町

mu
伸休
業
出
航
一山
府
必
ぷ
と
し
て
、
t
h
L
」
v～作

月
刊
ー
同
体
と
し
て
の
一
所
の
爪
蹴
い
か
閉
山川
J
a

川
ま
す
＼

子
ど
も
の
日
小
－
h
バ
五
日
、
一川刊
a

除
問

ト
ム

i
LF0
1
じ
い

・
い
い
’
一
ド
ト
ト
ト
P
M川
川
口

f
田川
小
．1
hr－
j

hム

ー』

ι
μ
r
r・
川
引
6

4

U
l

・’il
－
－
ヤ
ぶ
H
H
J
h
d
h
ド
（
？
1
4
h

っ
て
い
る
h

～
選
ば
れ
、
a
h

パ

υ
咋・一ありん川氏
一叫

ア』
P宮

〆’
t

、

捌
く
出
以
こ

ドごみ
U
ん一一
d

レ」

し
て
、

“輝く優良こども会

城山こども会

城
山

p

」ど
も
会
（

明
日
間
判
断

）
が
沼
山
県

か
ら
た
た
ひ

と
つ
、
日月
る

い
町
吋
〈
η

に
協
力
し
て

い
る
川町
吟

G

－ク

Y
1
．ソに

P
Hぺ止
寸，』：
O

E
U－
－
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ト川
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点

先
地
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も
ん
一
て
は

く
に
凶

M
H
ア
「
い
日

J
古
川γ
付
仏
ヌ
で

r一

引
に
，似’
Z
’
・
・
・

・
1e
hな
っ
て
川
以忙し

を
行
進
、

γ
ドh
r
K
A
－－

u山
叫
ん
な
引
JJ
な
門
人
ド

た

。

（

民

川

町

説

）

／
写
真
下
ソ

伝
達
表
彰
式
で
毎
日
新
聞
富
山
支
局
長

か
ら
表
彰
旗
の
授
与

品
仏

T
a守
η，ι

一
六
月
の
人
権
身
上
相
談

11 

一ヘ
ハ
十
六
日
（
川）

ぺ
後
一
時
か
ら
問
閉
ま
で

判
白
町
阪
工
会
館（総
務
課
）

←H 
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m 

一半
生
日芦
野
鳥
と
共
一作品1fvf

下
山
喜
太
郎
氏
に
農
林
大
臣
賞

五

・十．卜
、
山w－M
叶仏人
ート
本
山
知
引

似
在
日
民
間
山
総
政
市
民
宮
殿
下
ご
夫
μ
伐
を

お
迎
え
し
て
氷
川
’山
で
附
似
パ
れ
、
川

の
ド
山
H
V

一
x
m
Cザ
挺
）
さ
・八
か
‘
州以

以
f
、白山
山
山
小
』川
λ

箇
さ
れ
ま
し
た
υ

こ
れ

に
つ
い
て
は
、
W
1
時
新
聞
紙
上
に
お
い

・．

川山山姥
L
K
v
・
0

・れ
に
と
お
り
、
氏
一
か
肝

心
山
j
態
仰
山
口
小
お
よ
り
州
小
川
一
と
川
wm似

の
の
円
芯
に
けハ
玉
、
、
さ
れ
た
れ
・人
な
山
山
制

間
二
十
一
二
一川
ん
小
川
法
山
州
国
間
に
寸り
な

ん
で
、

J
’J
U
W吐
い
ruふ
M

仰い
り
｝
と
叶
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中
央
公
民
館
前
に

基
の
標
語
塔
設
置

．．．．． 

・・・・・圃．

こ
の
ほ
ど
、
刺
日
町
中
央
公
民
館
前
に
明
る
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
す

こ
基
の
標
語
格
が
設
置
さ
れ
た。

。
明
る
く
正
し
い
選
挙
7

を
批
進
し
て
山
み
よ
い
町
づ
く
り
を
め
ざ

す

「
明
正
選
挙
倒
松
山
崎
格
・
一
と
、
。
背
少
年
健
全
育
成
。
で
非
行
の
な
い

明
る
い
町
づ
く
り
を
め
ざ
す
「
再
開
少
年
を
守
る
際
部
培
」
で
、
日
さ
五

メ
1
ト
W
の
三
角
答
に
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
標
訴
が
街
行
く
ひ
と
び
と
に

協
力
を
訴
え
て
い
る
。

明
正
選
挙
標
語
塔

昨
年
、
朝
日
町
が
、
「

明
る
く
正
し
い
越
が
鍬
進

モ
デ
ル
地
区
」
と
し
て
指

定
さ
れ
、
四
カ
年
汁
川
圃
を

立
て
て
、
け
い
も
う
、
推

進
運
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
際
世
間
川
場
は
運
動
を

雄
し
進
め
る
旗
印
に
と
設

置
し
た
も
の
。

哩
K
F
t凡
J

L

－叶リ
〉
と
J

が
明
る
く
正
し
い
選
挙
の
意
謹
を
揮
解

し、

選
挙
に
ま
つ
わ
る
陣
汚
を
の
り
き
る

た
め
に
町
ぐ
る
み
手
を
つ
な
ぎ
、
明
る
く

陀
み
よ
い
町
づ
く
り
に
労
め
た
い
も
の
で

あ
る
。八似
ぬ
V

C
一
漂
の
ゆ
く
え
が
き
め
る
地
刀
向
治

コ
住
み
よ
い
町

正
し
い
選
第
で
あ
な
た
が
つ
く
ろ

っ
こ
ん
ど
こ
そ
政
治
を
ゆ
だ
ね
て

悔
い
ぬ
人

「岨
る
く
正
し
い
選
挙
碓
進
協
議
会
）

く写実〉

衝行〈人々に明るい町づく りを

呼びかける2基の標語場

青
少
年
を
守
る
標
語
塔

昨
年
、
的
地
以
が
ド
け
山
γ
作
目
励
悦
車
問
吋

別
地
以
と
し
て
り
の
折
れ
ん
を
吃
け

ご
下
，

年
指
定
」
、
h
q

町
ぐ
る
み
引
少
什
世
人
t
肖

成
。
を
同
僚
に
、
取
り
制
み
制
織
の
強
化

児
意
γ
ヲ
プ
の
川
相
秘
寸
く
り
を
は
じ
め
、

広
報
研
修
所
動
寸
二
取
り
制
ん
で
い
る
が

庁
町
ぐ
る
み
叩
出
動
み
を
一
一門
昨
ひ
か
け
日の

た
め
に
と
、
こ
の
閉
め
wmを
泣
附
し
て
．

常
時
け
い
も
う
引
拠
点
と
し
よ
・
っ
と
す
る

も
の
で
あ
る
3

町
民
各
似
の一

刊
の
ご
協
Mtm』
朋
’
守
し

て
い
る
ο

ヘ
県
日
前
ノ

ベィ
明
る
い
・
，
沢
民
に
よ
い

f
が

η
つ

市
一パけい
叫附
．一
山
狭
山
拡
わ
日

C
W門少作ゅん
J
H
O
に
町
中
総
が
か

η

O
ひ
と
の
，J
も
わ
が
ず
も
同
じ
殺
の
子

へ
引
け
・
川
山
少
年
間
咽
協
調
の）

創
設
二
十
周
年
を

迎
え
た
家
庭
裁
判
所

家
庭
裁
判
所
は
、
家
胞
や
観
肢
に
関
す

る
問
題
と
、
非
行
少
年
を
専
門
的
に
取
η

銀
う
法
判
所
と
し
て
、
附
和
二
十
四
年
一

月
一

U
に
発
足
し
、
今
町
は
創
設
二
十
周

年
に
め
た
り
支
す
。

こ
の
二
十
年
間
、
家
－
M
裁
判
所
は

つ
本

山
陛
に
光
を
、
少
年
に
受
を
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
同
民
の
た
め
の
裁
判
所
と
し
て
大
き

く
成
長
し
、
昨
年
一
年
間
に
取
り
組

っ
た

市
件
は
函
数
十
万
件
そ
数
え
、
ま
た
、
家

庭

ω問
題
や
少
年
の
非
行
な
ど
に
つ
い
て

の
相
談
の
た
め
に
訪
れ
た
人
は
約
三

0
．刀

人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

議
判
、
閉
と
い
う
名
が
つ
い
て
い
る
た
め

に
、
な
ん
だ
か
こ
わ
い
と
こ
ろ
、
い
か
め

し
い
・
ζ
ζ

ろ
と
以
之
、
い
る
人
わ
か
な
り

め
ん
ぬ
よ
う
で
す
が
、
山
家
雄
政
判
所
は
、
ど

の
よ
う
に
十
れ
は
家
胞
か
円
尚
人
々
り
、

ー
し
々
’
4
．か
山
に
ー
す
る
か
と
い
う
・こ
と
に

f

引
き
を
お
い
て
、
な
ご
や
か
な
引
分
離
試
の

3
3に
手
続
を
進
め
、
た
と
え
ば
離
Mm
．

以
必
、
越
詠
一
分
湖
、
改
氏
、
改
名
の
九
州
，
円

よ
成
年
＃
刊
の
長
，
j
u鰍
制
の
点
イ
な
ど
ハ
υ
、

－X
ぜ
や
斜
拡
に
関
す
る
問
題
と
、
二
十
寸

に
な
・り
な
い
少
年
少
女
が
罪
を
犯
し
た
り

犯
す
が
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
社
会
の

一

u

と
し
て
り
？
は
に
誕
生
で
き
る
よ
う
教
育

し
、
指
＋
唱
を
す
る
と
い
う
問
題
を
主
に
取

り
投
つ
℃
お
り
．
そ
の
手
紙
は
公
開
ざ
れ

ま
せ
ん
か
－
J

、
何
人
や
家
・
区
の
係
筋
は
か

之
く

γ
・り
れ
ま
す
。

市

l
県
で
山
家
嵯
裁
判
所
の
あ
る
と
こ
ろ
は

バ
山
、
ぬ
同
、
品
川
作
、
制
問
、
氷
川
凡
の
お

ド
山
ぐ
す
。
戸
市Y
作
事
件
は
日
山
、
刊
川
以

外
山

η
般
い
ま
せ
ん
の
）

投票の秘密は絶対
守られている

過
去
の
選
挙
を
み
る
と
、
誠
艇
や
人

的
に
妨
げ
ら
れ
て
、
心
な
ら
ぬ
投
撲
で
、

悔
い
た
選
挙
を
す
る
の
が
と
ど
の
つ
ま

り
と
な
っ

て
、
い
つ
ま
で
も
明
る
い
町

へ
の
道
が
遠
い
と
い
う
の
が
突
般
の
よ

一以
M
U
内
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ふ
れ
る
じ
り

家
経
わ
純
せ
き
な
ど
の
少
作
れ
非
行
化
な

ど
に
心
配
の
あ
る
万
は
、

4
く
の
仲
品
川
中
川

に
γ
」
州
議
〈
だ
さ
い。
（
山
山
口
数
陸
銀
判
所
）

－l

七
月
十
五
日
（予
定
）は

J

「

農
業
委
員
選
挙
し

農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
番
良
は
三

カ
年
の
任
期
が
儲
f
と
な
る
た
め
、
来
る

七
日
十
五
日
、
企
画

一
斉
に
公
聴
選
挙
法

に
基
づ
く
選
準
が
行
な
わ
れ
る
予
定
で
す

選
準
区
ご
と
の
委
口
定
数
（
現
在
十
九

名
｝
及
び
選
駄
目
’
資
絡
な
ど
に
つ
い
て
は
後

嗣
述
桁
し
ま
す
が
、
段
地
の
利
川
制
州
都
や

円以業
振
興
計
両
な
ど
の
重
要
任
務
を
お
任

せ
で
き
る
但
派
な
代
火
J

引
を
選
び
ま
し
ょ

で
J

。

へ選
小
竹
理
長
官
・ハ同会）

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
選
候
か
ら

一
日
も
早
く

脱
皮
し
て
ほ
し
い
も
の
r

俗
に
い
う
選
挙
ブ
ロ
ー
カ
ー
な
る
人

た
ち
は
、
崇
獲
得
の
た
め
に
依
頼
し
た

投
票
は
固
く
確
認
す
る
の
が
詰
で
す
。

し
か
し
、
各
自
が
だ
れ
に
投
票
し
た

か
は
決
し
て
わ
か
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
が
た
め
に
、
選
準
は
鰐
記
名

位
認
と
法
的
に
定
ま
っ
て
い
る
の
で
す

－U
分
の
大
切
な
般
利
号
、
選
挙
ブ
ロ

ー
カ
ー
に
ま
と
わ
さ
れ
る
乙
と
な
く
、

山
分
の
日
ず
る
候
補
に
・一
取
を
投
じ
て

く
だ
さ
い
。
誰
に
般
開閉
し
た
か
わ
か
る

と
い
う
の
は
選
小
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
口
事

で
す
。お
立
い
、
日
分
の
信
念
ぞ
生
か
し
た

正
し
レ
投
票
を
守
っ
て
、
明
る
い
社
会

の
建
設
に
努
め
た
い
も
れ
で
す
。

〈
明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進
協
醗
会）
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八
最
能
回
V

総
合
文
化
団
体
「
白
洋
社
」

の
活
動
と
俳
壇
の
隆
昌

司
会大
体
、
大
正
に

入
っ
て
か
ら
は
、

と
の
青
年
団
活
動

－

h
多
少
な
り
と

も
文
化
活
動
め
一

面
を
に
な
っ
て
き

た
と
考
え
ま
す

が、
ζ

こ
で
一
応
、

文
化
方
面
に
目
を

向
け
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

第
一
次
世
界
大

戦
の
あ
と
、
関
東

大
震
災
、
昭
和
に

な
っ
て
経
済
恐

慌
、
そ
れ
に
満
州

事
変
、
二
、
二
」
ハ

事
件
か
ら
大
東
亜

戦
突
入
と
、
長
い

期
間
に
わ
た
る
、

文
化
活
動
、
そ
れ

に
戦
後
の
文
化

運
動
と
い
う
ふ
う

に
、
文
化
活
動
と

い
う
面
か
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
、
演
劇
、

文
学
、
美
術
、
あ
る

い
は
音
楽
、
そ
の

他
娯
楽

一
般
と
、

そ
の
よ
う
な
耐
か

ら
郷
土
を
な
が
め

て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。そ
れ
で
、
ま
ず

文
学
万
面
の
活
動

に
つ
き
ま
し
て

は
．
い
す
市
的
な
V

場
か
ら
み
ま
す
と
、
ず
っ
と
明
治
の
初
期

か
ら
新
し
い
文
学
が
起
き
、
い
わ
ゆ
る
明

治
大
正
文
学
が
完
成
し
、
当
地
に
お
き
ま

し
で
も
、
明
治
の
末
期
か
ら
大
正
に
か
け

て
、
非
常
に
文
学
的
な
活
動
が
盛
ん
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
当
地
に

白
洋
社
と
い
う
も
の
が
結
鼠
さ
れ
ま
し
て

亡
く
な
ら
れ
た
金
森
精
一
さ
ん
と
か
、
こ

と
に
お
い
で
に
な
る
、
大
官
達
こ
さ
ん
と

か
が
関
係
し
て
お
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま

す
し
、
そ
の
後
に
続
い
て
、
広
川
さ
ん
な

ど
が
中
心
に
な
っ
て
、
県
下
の
立
派
な
歌

壇
も
お
築
き
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
柄
山

に
お
ら
れ
た
、
長
島
勝
正
さ
ん
な
ど
、
し

ば
し
ば
、
こ
ち
ら
へ
お
い
で
に
な
っ
て
湊

嘉
郎
さ
ん
な
ど
と
共
に
美
術
方
面
の
活
動

も
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
と
に
、
特
筆
し
た
い
の
は
、
馬
意
ク
ラ

ブ
の
活
動
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
総
合
的
な
立
場
か
ら
、
一

つ
一
つ
簡
単
に
、
お
話
し
を
お
伺
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
大
菅
さ
ん
、
明
治
か
ら
大
正
に

か
け
て
、
文
学
的
な
活
動
を
さ
れ
た
グ
ル

ー
プ
の
活
動
に
つ
い
て
、
お
話
し
を
頼
え

ま
せ
ん
か
。

大
菅白
洋
社
に
つ
い
て
で
す
が
、
乙
れ
は
広

川
さ
ん
な
ん
か
も
、
よ
く
と
存
知
と
思
い

ま
す
が
、
大
正
の
初
め
だ
っ
た
と
思
レ
ま

す
が
大
体
、
金
森
精
一
さ
ん
か
中
心
で
あ

り
ま
し
て
、
前
払
ら
は
、
当
時
ま
だ
小
僧
っ

子
で
同
人
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
こ
の
白
洋
社
は
、
文
化

一
般
で
あ

り
ま
し
て
、
機
関
雑
誌
も
出
し
て
お
り
ま

し
た
。

内
容
は
、
主
に
和
歌
記
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
広
川
さ
ん
、
和
歌
だ
っ
た
で
す
ね
。

広
川い
や
、
和
歌
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
。

大
瞥俳
句
だ
っ
た
で
す
か
。

広
川私
も
、
別
に
詳
し
く
金
森
精

一
さ
ん
に

聞
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
要

す
る
に
、
和
歌
を
や
る
者
は
和
獄
、
俳
句

を
や
る
者
は
俳
句
、
美
術
を
や
る
者
は
美

術
と
い
う
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
、
総
合
的

な
、
文
佑
団
体
．た
っ
た
ら
し
い
で
す
ね
。

何
か
一
つ
に
専
念
し
て
い
る
人
が
い
な
く

て
、
伊
東
さ
ん
の
お
兄
さ
ん
も
、
確
か
、

彫
刻
を
や
っ
て
お
い
で
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
と
に
か
く
、
今
で
云
え
ば
、
フ
リ

ー
に
何
で
も
や
る
と
い
っ
た
よ
う
な
人
た

ち
が
集
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
す
ね
。
金
森

さ
ん
も
何
で
も
自
由
に
で
き
る
人
で
し
た

大
菅当
時
の
グ
W
1
プ
で
、
生
存
し
て
い
る

人
は
、
柳
沢
南
亭
さ
ん
一
人
で
す
ね
。
あ

の
人
は
、
絵
を
書
い
て
い
ま
し
た
か
ら
ね
。

ま
、
い
ろ
ん
な
人
が
、
思
い
思
い
に
や
っ

た
も
ん
で
す
ね
。

司
会当
時
何
か
、
い
わ
ゆ
る
、
旧
演
劇
的
な

も
の
ま
で
も
、
亀
子
座
で
や
っ
た
と
か
と

い
う
よ
う
な
話
も
・
・
・
・・・
。

大
脊い
や
い
や
、
旧
の
演
劇
じ
ゃ
な
く
て
ね

私
は
、
そ
の
頃
、
東
京
に
お
り
ま
し
て
ね

自
律
社
の
主
催
で
演
劇
を
や
っ
た
ん
で
す

今
で
も
記
憶
し
て
お
り
ま
す
が
、
亀
子
座

が
満
員
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

私
は
、
呼
ば
れ
た
方
で
し
て
ね
。

山
関
「
親
鴛
」
と
「
俳
人
陥
る
」
を
や
り
ま
し

た
ね
。

司
会広
川
先
生
、
そ
れ
と
そ
私
ら
も
、
ド
っ

ば
で
走
り
使
い
を
や
ら
さ
れ
て
、
仲
間
に

入
れ
て
も
ら
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
あ
の

時
代
め
一
‘
は
し
は
み
」
が
で
き
る
削
後
の

文
伯
活
動
み
た
い
も
の
で
す
ね

俳
人

金
森
立
器
の
活
躍

広
川そ
れ
よ
り
も
ね
、
泊
で
や
は
り
文
芸
運

動
な
ら
、
い
わ
ゆ
る
明
治
初
期
か
ら
ず
っ

と
続
い
て
い
た
も
の
が
入
る
で
し
ょ
う
ね

り
ゅ
う
き

有
名
な
金
森
立
器
、
乙
の
人
は
、
山
形
の
人

う
ん
の

で
、
本
姓
は
、
海
野
と
い
う
ん
で
す
が
、

そ
の
時
分
ま
だ
流
浪
の
時
代
で
、
泊
へ
と

ら
れ
て
、
金
森
精
一
さ
ん
の
所
で
、
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
う
ち
に
、
名
僅
は
養
子

と
い
う
形
で
、
金
森
姓
を
名
乗
ら
れ
た
わ

け
で
す
。

そ
し
て
、
金
森
立
器
と
い
う
名
で
、
地
方

の
俳
壇
を
指
導
さ
れ
た
ん
で
す
が
、

一
応

停
滞
期
に
入
っ
て
い
た
と
い
い
ま
す
か
、

む
し
ろ
生
地
に
、
か
ん
ば
と
か
漆
間
と
か

俳
句
の
得
意
な
人
が
い
た
ん
で
す
。

そ
れ
か
ら
魚
津
に
も
俳
句
の
仲
間
が
太
分

い
た
ん
で
、
そ
れ
で
泊
で
は
、
あ
き
た
り

な
い
と
一去
っ
て
、
魚
津
へ
移
っ
て
お
ら
れ

る
ん
で
す
。

し
か
し
実
質
的
に
後
援
し
た
の
は
、
生
地

の
田
村
と
い
う
有
力
な
、
俳
句
作
者
で
、

亡
く
な
る
時
は
生
地
に
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
伝
統
も
あ
る
し
、
そ
れ
か
ら
九
里
さ

ん
の
所
に
、
何
代
目
に
な
る
ん
で
す
か
・
・

松
苧
と
い
う
俳
人
が
お
ら
れ
ま
し
た
J

P

止
う
こ
う
ぎ
ん
し
ゃ

乙
う
い
う
よ
う
な
伝
統
か
ら
、
稲
番
吟
社

と
い
う
の
は
、
ず
ー
っ
と
続
い
て
い
る
ら

し
い
で
す
。
稲
香
吟
社
と
正
式
に
発
表
し

た
の
は
、
遅
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
：
：
：
そ
し
て
ま
あ
、
こ
の
稲
香
吟
社
、

実
力
的
に
出
て
き
た
の
は
、
松
田
素
月
で

し
ょ
う
。
松
田
素
月
と
い
う
の
は
、
行
郵
便

局
が
あ
っ
た
松
田
ざ
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。

よ
く
知
ら
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
何
せ
、

！
こ
れ
ら
の
人
速
の
流
れ
が
残
っ
て
い
ま
す

そ
れ
か
‘
h
－
、
似
刷
用
だ
け
で
み
て
い
き
ま

す
と
、
素
月
さ
ん
か
ら
、
非
常
に
流
行
し

て
、
巾
、
仙
人
物
が
、
織
谷
連
兆
さ
ん
に
き

て
、
と
ζ

で
ま
た

）
つ
の
刷
附
則
が
き
て

い
ま
す
。
そ
の
次
に
昭
和
十
年
頃
で
し
ょ

う
か
、
片
桐
さ
ん
が
ζ

ら
れ
た
頃
で
す
G

片
桐
さ
ん
は
、
今
度
は
、
稲
香
吟
社
の
行

き
方
と
は
遭
っ
た
、
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
の

行
き
方
と
遭
っ
た
「
そ
う
じ
よ
う
」
と
い

う
系
統
な
ん
で
す
が
、
こ
乙
で
、
亡
く
な

ら
れ
た
草
係
さ
ん
と
か
、
中
川
寛
治
さ
ん

な
と
を
中
心
L
当
地
方
の
俳
壇
と
い
う
も

の
が
歩
い
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
現
在

少
し
す
た
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
：
：
：

そ
れ
か
ら
歌
の
方
で
は
、
先
ほ
ど
司
会

者
の
話
の
中
に
も
出
ま
し
た
が
、
歌
単
独

で
グ
W
l
プ
を
作
り
ま
し
た
の
は
、
私
が

金
森
精
一
さ
ん
や
間
部
先
生
に
も
入
っ
て

も
ら
っ
て
、
「
は
し
ば
み
」
と
い
う
雑
誌

を
附
和
六
年
に
出
し
た
の
が
は
じ
め
て
で

す。

「
は
し
ば
み
」
が
続
い
た
の
は
昭
和

六
年
か
ら
、
九
年
ま
で
で
す
か
な
：
：
：

泊
最
初
の
文
化
団
体

「
だ
ん
わ
会
」

大
諸
国文
化
団
体
と
し
て
、
泊
に
は
じ
め
て
で

き
た
の
は
「
だ
ん
わ
会
」
と
い
う
も
の
ら

し
い
で
す
ね
。
こ
れ
が
ど
ん
な
文
佑
活
動

を
や
っ
た
の
か
と
い
い
ま
す
と
、
い
ろ
い

ろ
な
活
動
の
中
で
特
に
例
を
引
き
ま
す
と

九
里
震
雄
ざ
ん
な
ん
か
、
京
都
の
十
津
川

な
ん
か
に
行
か
れ
て
、
加
藤
謙
次
郎
さ
ん

の
事
績
を
調
査
さ
れ
、
表
彰
ま
で
き
ち
ん

と
や

っ
た
も
の
で
す
。
謙
次
郎
先
生
の
こ

と
に
つ
い
て
は
、
町
の
人
た
ち
も
あ
ま
り

知
ら
な
か
っ
た
乙
と
を
、
だ
ん
わ
会
が
く

か
し
く
し
ら
べ
て
知
ら
せ
た
も
の
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
芸
術
家
と
し
て
平
坂
芳
文

を
、
そ
の
道
の
勉
強
さ
せ
る
た
め
に
、
作

品
の
領
和
会
を
や
っ

た
り
し
て
資
金
面
の

あ
と
押
し
を
だ
ん
わ
会
が
や
っ
て
い
ま
す

こ
の
資
料
な
ん
か
今
で
も
私
も
っ
て
い
ま

す
り
乙
の

「
だ
ん
わ
去
し
に
入
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
泊
の
文
他
人
マ
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ

っ
た
し
、

災
問
的
な
文
化
人
で
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な
い
と
入
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
か
ら

「
．
た
ん
わ
会
」
の
連
統
じ
刷
、

な
い
で
す
が
、

「
馬
り
ょ
う
ク
ラ
ブ
」

も

泊
の
唯

一
の
文
化
団
体
で
、
乙
れ
も
誰
で

も
入
れ
る
と
い
う
も
の
じ
ゃ
な
か
っ
た
で

す
ね
。
「
馬
り
ょ
う
ク
ラ
ブ
」
の
幼
績
は

何
と
い
っ
て
も
ス
P

ポ
l
ヅ
の
振
興
で
し
ょ

う
ね
。
い
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
ア
・

い
る
よ
う
で
す
が
、
県
で
も
有
名
な
間

体
だ

っ
た
で
す
ね
。
こ
の
二
つ
の
団
体
と

そ
れ
に
臼
洋
社
な
ど
、
と
れ
ら
に
刺
激
さ

れ
て
、
現
在
活
即
さ
れ
て
い
る
納
月
芳
氏

ゃ
、
そ
の
他
の
方
々
が
出
ら
れ
る
温
床
が

作
ら
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
ね
。

県
下
有
数
の
文
化
団
体

「馬
り
ょ
う
ク
ラ
ブ
L

ひ
司
会伊
東
さ
ん
、

つ
馬
り

f
コ
ク
ラ
ブ
」

ω

歴
史
、

活
動
な
ど
に
つ
い
て
簡
単
に
話
し

て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

伊
東そ
う
で
す
ね
。
私
は
途
中
か
ら
入
り
ま

し
た
ん
で
、
創
設
時
代
か
ら
入
っ
て
お
ら

れ
る
演
さ
ん
が
よ
く
知
っ
て
お
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、
「
篤
り
ょ
う
ク
ラ
ブ
」

ω

初
代
部
長
は
草
野
ゃ
そ
う
干
さ
ん
で
、
そ

の
あ
と
亡
く
な
ら
れ
た
本
村
本
松
さ
ん
が

引
き
継
が
れ
、
そ
の
あ
と
を
私
が
受
け
ま

し
た
の
で
、
創
設
以
来
か
ら
入
っ
て
お
ら

れ
る
湊
さ
ん
が
一
番
く
わ
し
く
知
っ
て
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
ら

閉
会そ
れ
で
は
諜
さ
ん
と
う
ぞ
・
－
－

S屑

き
ょ
う
は
私
は
オ
ア
サ
ー
バ
ー
で
す
か

ら・
．．．．．
．
 

山
闘い
や
、
オ
プ
ザ
〆
ー
で
も
い
い
で
す
よ

＼
（
笑
い
）

司
会草
野
先
生
の
話
も
出
て
、
大
変
な
つ
か

し
と
思
う
ん
で
す
が
・
．．．．． 

大
積
回馬

η
ょ
う
ク
ラ
ブ
の
創
始
者
は
車
野
先

生
と
い
う
ζ

と
で
す
が
、
先
生
は
私
の
生

家
の
隣
り
で
し
て
、
お
そ
ろ
し
く
勉
強
家

で
、
少
し
声
を
出
し
て
、
暇
さ
え
あ
れ
ば

勉
強
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

師
範
学
校

さあ（雲寺通鎚髄号）第166号(5) 

の
活
躍

も
附
な
い
平
教
員
だ

っ
た
で
す
け
れ
ど
、

乙
の
人
の
教
育
熱
と
い
う
か
、
人
を
感
化

す
る
力
と
い
う
も
の
が
非
常
に
大
き
か
っ

た
も
の
で
す
。
そ
ん
な
わ
け
で
「
馬
り
ょ

う
ク
ラ
ブ
」
の
中
心
に
な
ら
れ
た
の
で
し

ょザワ。

司
会能
ざ
ん
、
馬
り
ょ
う
ク
ラ
プ
の
情
動
で

何
か
特
情
す
べ
き
事
が
ら
に
つ
い
て
：：：

寝
特
筆
す
べ
き
事
は
別
に
あ
り
ま
せ
ん
が

青
年
団
の
部
外
的
団
体
と
し
て
の
特
殊
な

間
体
が
で
き
た
と
い
う
発
端
は
、
加
藤
謙

次
郎
先
生
を
追
悼
、
顕
彰
し
よ
う
じ
ゃ
な

い
か
と
い
う
と
と
で
で
き
た
も
の
で
、
そ

れ
に
、

い
ま
お
話
の
あ
っ
た
草
野
先
生
が

：
：
：
先
生
は
当
時
代
用
教
員
だ
っ
た
ん
で

す
が
、
最
後
は
結
核
で
亡
く
な
ら
れ
ま
し

て
ね
。
誰
も
看
病
す
る
者
が
い
な
い
ん
で

ク
弓
ブ
の
者
が
全
部
行
っ
て
看
病
し
た
も

の
で
す
。

先
生
は
自
分
で
金
を
出
し
て
団
体
を
育

て
よ
う
と
し
て

一
生
懸
命
に
な
っ
て
お
ら

れ
ま
し
k
。
ク
ラ
ブ
の
建
物
は
も
う
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
ク
ラ
プ
に
入
会
す
る
と

き
は
み
ん
な
生
命
保
険
に
入
れ
た
も
の
で

す。司
会ほ
う
・・・・・・

褒
簡
易
保
険
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
満
期
す

る
と
こ

O
O円
あ
た
る
保
険
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
公
白
山
町
死
ん
だ
ら
そ
の
阪
険

金
を
全
部
寄
付
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
司

て
い
ま
し
た
。

熊
野
先
生
は
孔
千
部
一
の
先
生
と
い
う
か

行
間
松
陰
み
た
い
な
人
で
、
代
川
教
尚
で

裕
樹
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で

い
て
み
み
っ
ち
い
と
と
は
し
な
い
人
で
、

ク
ラ
プ
を
育
て
る
の
に
白
阪
を
切
っ
て
刷

張
ら
れ
た
ん
で
す
り
そ
の
よ
う
に
、
私
仁

ち
は
、
先
生
の
詐
常
な
熊
附
を
受
け
た
も

の
で
す
。

そ
う
乙
－
つ
す
る
う
ち
に
先
生
は

結
核
で
亡
く
な
ら
れ
、
本
村
さ
ん
が
あ
と

を
引
き
つ
が
れ
た
わ
け
で
す
。

城
山
｜
元
湯
を
結
ぶ
観
光

自
動
車
道
路
開
発
計
画
を

立
て
た
馬
り
ょ
う
ク
ラ
ブ

大
瞥つ
い
で
に
道
場
の
訓
を
ど
う
ぞ

衰
民
り
ょ
う
山
の
退
場
で
す
か
。
あ
れ
は

金
も
か
か
り
ま
し
た
が
、
山
円
分
の
暇
を
ひ

と
月
に
十
日
や
寸
五
日
つ
ぶ
す
の
も
へ
と

も
思
わ
ず
建
物
を
建
て
た
も
の
で
す
。

石
を
一
個
ず
つ
下
か
ら
持
ち
運
び
、
甘
剤

礎
を
つ
く
り
、
そ
し
て
胞
任
八
聞
の
建
物

を
建
て
た
ん
で
す
。
そ
の
う
ち
だ
ん
だ
ん

応
屡
者
も
出
、
学
校
の
生
徒
た
ち
ま
で
上

ま
で
木
材
を
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

県
か
ら
も
、

「
よ
く
や
る
」
と
い
う
の

で
、
町
を
通
さ
ず
に
、
直
接
補
助
を
く
れ

ま
し
た
か
ら
ね
。
亡
く
な
ら
れ
た
本
村
さ

ん
な
ん
か
、
日
本
で
ご
一
人
か
四
人
し
か
い

な
い
文
部
省
の
表
彰
を
受
け
ま
し
．
た
。

馬
り
ょ
う
ク
ラ
ブ
が
な
ぜ
ス
ポ
ー
ツ
に

力
を
入
れ
た
か
と
い
い
ま
す
と
、

と
に
か

く
人
聞
の
基
礎
は
健
康
と
明
る
い
精
神
で

あ
る
、

そ
の
た
め
に
は
、
現
代
は
ス
ポ
ー

ツ
を
、
と
い
う
と
と
で
は
じ
め
た
ん
で
す

そ
れ
で
篭
球
大
会
で
も
や
っ
て
、
大
し
た

乙
と
を
や
る
も
ん
．た
と
い
う
こ
と
を
見
せ

ね
ば
な
ら
ん
と
い
う
こ
と
で
、
篭
一
路
大
会

を
や
っ
た
ん
で
す
。

た
だ
、

辿
動
伝
選
い
と
か
ら
や
っ
た
の
で

は
な
く
、
州
か
泊
町
の
人
心
を
似
似
し
て

P
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
、
と
に
か
く
こ
ん
な

小
さ
い
同
体
で
も
こ
れ
だ
け
の
こ
と
が
で

き
る
ん
だ
と
い
う
と
と
を
ぶ
そ
う
じ
ゃ
な

いーか
と
い
う
ζ

と
で
や
っ
た
ん
で
す円

当
時
、
既
に
、
耐
を
や
が
て
は
制
光
都

市
と
し
て
大
き
く
せ
ね
ば
だ
め
だ
と
い
う

ζ

と
で
、
肘
城
山
か
ら
裏
山
寸
た
い
に
コ
一
怖

を
通
っ
て
、
一
川
揚
の
真
へ
自
動
向
リ
道
路
を

つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

運
動
し
た
ん
で
す
が
、
市
l
時
．
附
の
鹿
能川

久
安
県
議
が、

寸山
際
会
液
口
の
川
峠
を
過
さ

ず
に
や
る
と
は
何
事
だ
、
ル
出
し
た
体
門

課
長
を
ク
ビ
に
す
る
．
そ
う
い
う
役
人
が

い
て
は
た
め
だ
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
が
・
：

ま
あ
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
が
、

そ
の
と
き
に
名
古
屋
の
鉄
道
局
か
ら
わ
ざ

わ
ざ
き
て
、
私
と
伊
東
さ
ん
が
連
れ
・
1
っ

て
、
山
の
屋
峨
づ
た
い
に
ま
わ
っ
て
、
何

か
で
き
な
い
か
と
た
の
ん
だ
乙
と
が
あ
る

ん
で
す
。
そ
の
よ
う
に
、
い
ま
か
ら
考
え

る
と
非
常
に
肌
の
気
の
多
い
時
代
．
た
っ
た

も
の
で
す
。

と
に
か
く
、
わ
れ
わ
れ
の
手
で
町
を
江

派
に
し
な
け
れ
ば
誰
が
す
る
ん
だ
と
い
う

気
暁
密
も
っ
て
や
っ
た
も
の
で
す
。

ど
か
ら
、
こ
ち
ら
か
ら
も
ら
う
よ
う
な

と
と
を
し
な
く
て
も
、
ま
わ
り
か
ら
ど
ん

ど
ん
く
れ
ま
し
た
よ
。
や
は
り
社
会
教
育

に
お
い
て
も
、
今
後
、

私
的
な
団
体
を
よ

く
育
瓜
す
る
ζ

と
を
考
え
な
け
れ
ば
だ
め

だ
と
思
い
ま
す
。

伊
藤今
か
ら
考
え
ま
す
と
、
県
知
事
さ
ん
な

ん
か
で
も
、
私
ら
の
方
で
も
よ
く
招
待
し

た
り
、
ま
た
県
庁
へ
も
行
っ
て
よ
く
お
会

い
し
た
り
し
た
も
の
で
す
が
、
何
か
当
時

の
県
知
事
さ
ん
と
、
い
ま
の
県
知
事
さ
ん

と
は
大
分
ち
か
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
が

し
ま
す
ね
c
昔
は
気
軽
に
よ
く
お
い
で
に

な
り
ま
し
た
よ
。

細
川
嘉
六
氏
と
馬
り
ょ
う

ク
ラ
ブ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

漢
そ
れ
か
ら
、
こ
れ
は
細
川
宙
耐
火
さ
ん
の

的
事
件
と
合
う
店
で
す
が
：
：
：

出
事
件
の
と
き
、
細
川
ざ
ん
か
紋
点
へ

お
ト
ト
で
に
な
っ
た
と
き
、
私
と
伊
東
さ
ん

が
細
川
さ
ん
を
た
ず
ね
て
行
っ
た
ん
で
す

そ
れ
は
ど
う
し
て
か
と
中
し
ま
す
と
、
私

た
ち
は
加
勝
謙
次
郎
先
作し
を
顕
彰
し
て
い

た
ん
で
す
が
．
制
ド
仁
め
志
士
と
い
う
と
天

県
陛
下
万
才
と
か
ト
引
と
か
左
と
か
や
か
ま

し
く
笥
わ
れ
ま
す
が
、
私
た
ち
は
そ
ん
な

こ
と
に
関
係
な
く
：
：
・
・
私
た
ち
は
先
生
を

黙
っ
て
や
っ
て
い
る
ζ

と
で
、
光
州
は
三

十
六
才
で
十
隙
川
で
切
腹
さ
れ
た
わ
り
で

す
が
、
そ
の
田
町
論
は
勤
王
か
何
か
知
り
ま

ぜ
ん
が
‘
自
分
を
ぎ
せ
い
に
し
て
何
か
を

や
ろ
う
と
し
て
お
ら
れ
た
、
そ
の
気
持
を

弟
っ
て
や
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

細
川
さ
ん
も
泊
の
方
で
あ
り
、
わ
れ
わ

れ
の
や
司
・
て
い
る
こ
と
が
ま
ち
が
っ
て
い

る
か
ど
う
か
聞
こ
う
と
思
っ
て
、
大
安
寺

を
会
場
に
し
て
ク
ラ
プ
員
全
部
を
集
め
て

お
く
か
ら
き
て
く
だ
さ
い
と
頼
み
に
い
っ

た
ん
で
す
。

そ
の
と
き
、
隣
の
部
屋
に
刑
事
が
二
人
か

三
人
い
ま
し
た
よ
。

と
こ
ろ
が
、

細
川
さ
ん
は
、
「
君
た
ち
の

言
う
こ
と
は
わ
か
る
が
、
日
本
の
国
で
一

番
尻
の
穴
の
小
さ
い
の
は
富
山
県
だ
よ
。

乙
の
中
で
も
ま
た
小
さ
い
の
は
泊
だ
。
そ

う
い
う
と
こ
ろ
で
話
を
し
て
も
わ
か
ら
ん

だ
ろ
ろ
」
と
い
う
わ
け
な
ん
で
す
。

わ
か
ら
な
く
て
・
も
、
わ
か
る
ま
で
聞
か

せ
て
ほ
し
い
と
た
の
ん
だ
ら
、
あ
す
八
時

に
行
く
と
い
う
返
事
を
も
ら
っ
て
、
大
安

寺
に
み
ん
な
集
ま
る
乙
と
に
な
っ
て
い
た

ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
八
時
頃
に
大
安
寺

に
行
く
と
、
当
時
大
安
寺
に
竹
や
ぶ
が
あ

っ
た
ん
で
す
が
、
そ
の
竹
や
ぶ
の
中
に
黒

い
人
影
が
い
く
つ
も
見
え
る
ん
で
す
。
そ

8
斗

j
a
T
，a



間和 44年 6月10日
JJ 1-1j （毎月10日発行）ひさあ（震強~~~£）第166号 (6) 

し
て
、
大
安
寺
へ
入
る
う
と
す
る
と
、
響

wmが
ぐ
る
り
と
か
こ
ん
で
中
に
入
れ
よ
う

と
し
な
い
ん
で
す
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
と

う
と
う
解
放
さ
せ
ら
れ
、
細
川
先
生
の

m

h
む
き
け
ず
に
流
会
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ

り
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
あ
と
、
制
川
さ
ん
は
、

拍
車
件
で
監
獄
へ
－
二
年
ほ
ど
入
ら
れ
た
ん

で
す
。

細
川あ
れ
ば
監
は
で
に
な
く
て
拘
置
所
で
す

よ。湊
拘
内
所
か
仲
片
山
付
似
か
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん

が
（
笑
レ
）
、
と
に
か
く
そ
こ
を
出
ら
れ

て
か
ら
す
ぐ
訓
川
J

J

ん
の
所
ヘ
乙
ウ
れ
た

ん
で
す
ね
。

細
川終
戦
の
と
き
で
す
ね
c

湊
そ
の
と
き
、
ま

r、
ぜ
ひ
と
つ
し
て
も

’
皮
ぷ
を
さ
き
た
い
と
い
う
ね
け
で
刈
え

に
い
っ
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
、
い
ま
は

だ
め
だ
と
い
う
ん
で
す
。
ど
う
し
亡
か
と

い
う
と
、
三
年
間
も
独
一川
に
い
て
説
と
も

し
ゃ
べ
ら
ず
に
い
る
と
、
し
ゃ
べ
る
の
が

同
銀
で
あ
る
し
、
身
体
も
一
民
弱
し
て
い
わ

し
、
と
て
も
渇
り
三
つ
山
の
道
場
な
ど
行

け
な
い
と
い
う
ね
け
で
す
。

そ
れ
で
も
問

理
や
り
お
願
い
し
て
民
り
ょ
う
山
の
道
場

へ
き
て
も
ら
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
わ

れ
わ
れ
の
や
っ
て
い
と
こ
と
は
魁
い
こ
と

か
良
い
乙
と
か
、
制
川
さ
ん
の
怠
見
を
き

い
た
ん
で
す
。

細
川そ
の
と
き
は
も
2
、
川
市中は
い
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
。

湊
え
え
、
い
ま
せ
ん
で
し
た
よ
（
笑
い
）

細
川
さ
ん
は
、

的
の
人
間
と
し
て
、
加
藤

謙
次
郎
先
生
を
顕
彰
す
る
の
は
よ
ろ
し
い

が
、
勤
王
と
か
、
そ
う
い

っ
た
と
と
を
復

興
す
る
よ
う
な
ζ

と
は
い
け
な
い
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま

I ~ 
童福
諜く
存芭

受素
交通
の骨ヰ

手の
で論

｜挙

司
会加
藤
先
生
、

で
す
が
・－－
－

加
藤さ
き
ほ
ど
俳
句
の
話
が
で
ま
し
た
が
、

元
屋
敷
に
芭
焦
の
句
碑
が
あ
り
ま
す
ね
。

む
と
宮
崎
の
役
場
が
あ
そ
ζ

に
あ
っ
た
た

め
き
ち
ん
と
し
て
い
・
ま
し
た
が
、

い
ま
は

草
ぼ
う
ぼ
う
に
な
っ
て
絞

っ
て
あ
り
ま
す

、d
o
・74
あ
の
出
慌
の
句
碑
と
い
う
の
は
、
水
縞

に
も
あ
り
氷
見
に
も
あ
る
そ
う
で
、
い
ま

小
と
こ
ろ
で
は
、
氷
見
の
万
で
詠
ん
だ
と

い
う
説
が
強
い
よ
う
で
す
が
、
私
ら
判
日

町
か
ら
一
パ
い
ま
ま
と
、
巴
加
が
越
後
か
－
h

地
中
に
入
る
と
き
市
振
で
泊
ま
っ
て
い
ま

す
ね
、
そ
の
と
き
の
付
に

「
一
つ
ゃ
に
班

k
と
経
た
り
放
と
月
」
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
か
ら
沼
山
県
へ
入
っ
た
と
こ

ろ
が
、
ち
ょ
う
ど
早
稲
の
匂
い
が
す
る
の

：
「

V
稲
の
待
や
分
け
入
る
右
は
有
限
出

L

と
、成
か
ら
入
る
と
早
稲
の
湾
が
し
、そ

の
む
子
に
旬
般
財
か
広
が
っ
て
い
る
と
な

る
と
、
ど
－
つ
も
た
屋
敷
の
芭
慌
の
付
が
本

心ー
ら
し
い
と
私
は
考
え
る
の
で
す
が
・

：

広
川そ
れ
は

一
応
問
題
に
は
な
っ
て
い
る
ん

で
－す
け
れ
と
、
ど
う
し
て
も
、
あ
の

「
耐火

の
制
活
L

に
は
、
そ
う
詠
ん
で
加
何
に
人

る
と
』
い
て
あ
る
も
の
で
す
か
ら
、

氷
見

か
ら
加
刊
に
入
っ
た
、
そ
の
と
き
の
白
川

に
の
っ
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
文
献
か

ら
古
う
と
こ
ち
ら
は
白
け
な
ん
で
す
。

私
ら
身
び
い
き
に
言
わ
せ
る
と
、
本
は

り
限
初
に
早
稲
の
丙
と
い
う
も
の
を
感
ず

る
の
は
、
越
後
の
陥
路
か
ら
パ
1

ッ
と
出

た
途
端
で
あ
ろ
う
と
思
う
ん
で
す
が
、

記

録
が
そ
う
な
っ
て
い
る
も
ん
で
す
か
ら
、

ま
た
弟
子
の
随
行
日
記
に
も
、
ど
こ
で
詠

ん
だ
か
と
い
う
ζ

と
は
書
い
て
な
い
の
で

何
か
と
立
見
が
あ
る
よ
う

す。
四
十
八
ケ
揃
を
過
ぎ
て
ズ
1

ソ
と
行
っ

て
、
氷
見
を
過
ぎ
て
か
ら
出
て
い
る
も
の

で
す
か
ら
、
こ
れ
は
ど
ろ
し
て
も
負
け
な

ん
で
す
。

元
毘
敷
の
め
の
句
碑
は
高
田
の
俳
人
が

作
っ
た
も
の
で
し
て
ね
。
高
田
の
人
が
ど

う
し
て
と
こ
へ
き
て
、
わ
ざ
わ
ざ
あ
の
句

碑
を
建
て
た
か
と
考
え
ま
す
と
、
や
は
り

芭
蕉
と
同
じ
感
じ
を
乙
こ
へ
き
て
う
け
た

か
ら
、
あ
そ
ζ

へ
建
て
た
ん
だ
ろ
う
と
思

う
ん
で
す
。
つ
く
っ
た
い
き
さ
つ
は
よ
く

わ
か
ら
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
・

加
融し
か
し
、
芭
刊
は
、
越
後
か
ら
越
中
ヘ

人
っ
て
、
そ
れ
か
・
り
加
仰
山
にい
れ
っ
た
入
で

l
v
ょ
λ
J

。

広
川え
え
、
そ
う
で
す
。

加
腫そ
う
す
る
と
、

一
早
稲
の
弁
や
、
分
け

入
る
右
は
有
臨
海
」
と
い
う
の
は
、
ど
う

も
こ
ち
ら
が
本
丸
じ
？
な
い
か
と
：

細
川そ
れ
は
ね
、
加
藤
さ
ん
、
氷
見
の
人
に

日
わ
せ
る
と
、
や
は
り
右
に
悔
が
出
る
そ

う
で
す
よ
。

（
笑
）
と
れ
は
わ
れ
わ
れ
が

論
じ
て
な
仕
方
が
な
レ
と
と
で
、
広
川
さ

ん
の
お

っ
し
ゃ
る
ζ

と
を
日
じ
る
よ
り
仕

…
ー
が
な
い
ん
で
す
よ
。

司
会い
ま
、
広
川
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ

う
に
で
す
ね
．
「
奥
の
制
泊
」
に
は
そ
う

円
い
で
あ
る
ん
で
す
か
ら
、
ど
う
し
て
も

向
乙
う
の
方
が
正
し
い
と
と
る
よ
り
仕
ょ

う
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

伺
し
、
気
分
は
こ
ち
ら
の
方
が
ぴ
っ
た

り
合
っ
て
い
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね

（
笑
い
）

細
川

と
い
う
の
は
、
越
後
で
泊
ま
ら
な
げ
れ

ば
よ
か
っ
た
ん
も
す
け
れ
ど

〈笑
い
）
「

ひ
と
つ
や
に
遊
女
と
寝
た
り
」
と
、
こ
れ

が
出
て
く
る
も
ん
で
す
か
ら
ね
、
泊
と
す

れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
合
う
わ
け
で
す
よ
ね。

広
川あ
の
ね
、
「
ひ
と
つ
や
に
遊
女
も
寝
た

り
L

で
「
遊
女
と
」
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ

（笑
い）

細
川広
川
さ
ん
、
そ
れ
に
間
部
さ
ん
ね
、

あ
の
句
碑
の
字
の
書
き
ぐ
あ
い
を
よ
く
ど

ら
ん
な
さ
い
。
い
つ
建
っ
た
か
よ
く
わ
か

り
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
た
だ
の
品

物
じ
ゃ
な
い
と
い
う
こ
と
が
忠
む
れ
ま
す

よ。広
川1
保
二
年
か
に
辿

っ
た
も
の
だ
と
思
い

ま
す
り

細
川あ
あ
、
そ
う
で
す
か
。
句
碑
の
ど
こ
を

見
て
も
占
い
て
あ
り
ま
せ
ん
ね。

晶
且

τ
4
・a且
τ

大
菅石
屋
に
言
わ
せ
る
と
、
あ
の
彫
り
は
非

常
に
立
派
な
も
の
だ
そ
う
で
す
ね
。
そ
れ

か
ら
、
あ
の
句
碑
を
た
ず
ね
て
来
る
人
が

と
き
ど
き
あ
る
ん
で
す
が
、
あ
の
よ
う
に

草
む
ら
の
中
に
あ
る
ん
で
、
探
す
の
に
と

て
も
困
る
ら
し
い
ん
で
す
。
道
路
か
ら
も

っ
と
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ
へ
出
し
て
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
ね
。
元
屋
敷
の
人
た

ち
に
言
う
と
、
出
せ
な
い
っ
て
い
う
ん
で

す
。
司
会信
仰
的
な
存
在
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、

あ
そ
こ
か
ら
動
か
す
と
、

何
か
た
た
り
が

あ
る
よ
う
に
言
う
ん
で
す
ね
。
あ
の
地
域

の
守
り
本
将
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
・
フ

で
す
。

加
糠そ
う
な
ら、

な
お
さ
ら
、
草
む
し
り
で

も
し
て
、
い
つ
も
き
ち
ん
と
し
て
お
く
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

戦
後
の
め
ざ
ま
し
い
新
劇
運
動

泊
演
劇
研
究
会
の
活
躍

l
l

司
会い
ろ
ん
な
話
が
出
ま
し
て
、
時
間
は
予

定
を
相
当
経
過
し
て
い
ま
す
が
、
思
後
に

戦
後
の
ス
化
述
動
と
い
う
而
か
ら
、
た
と

え
ば
、
先
ほ
ど
も
ち
ょ
っ
と
ふ
れ
ま
し
た

よ
う
に
、

訂以点
、
文
学
、
出
刷
、
克
術
と

い
っ
た
耐
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す

大
平
先
住
、

戦
後
の
眼
楽
の
少
な
か
っ
た

時
代
、
そ
う
い

っ
た
中
に
お
け
る
文
化
活

動
に
つ
い
て
何
か

一
？
・
：
：

大
平

一

戦
前
戦
後
を
通
じ
て
、
令
．
く
娯
楽
の
な

い
青
春
を
送
う
て
き
た
私
た
ち
で
し
た
が

終
戦
と
同
時
に
、

言
論
の
自
由
と
か
思
怨

的
な
開
放
だ
と
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
に

あ
わ
せ
て
、
も
う

一
つ
、
中
央
の

一
流
の

側
聞
な
ど
が
、
部
会
の
大
き
な
劇
場
が
悦

け
て
し
ま

っ
て
公
前
馳
設
が
な
い
、
そ
ん

な
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
は
、
乙
人
な
小
さ

な
町
へ
的
地
問
な
ど
の
大
き
な
刷
問
を
呼

ん
で
公
加
佐
や
っ
た
り
、
い
ま
の
収
入
役

の
阿
部
さ
ん
や
、
司
会
の
間
部
先
生
、
そ

れ
に
日
山
の
県
J
’間
以
ド
館
の
院
長
代
別
今

や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
萩
沢
さ
A
な
ど
と

共
に
、
出
演
劇
府
究
会
を
組
縦
し
、
町
で

も
た
び
た
び
公
演
を
や
っ
た
り
、
部
内
は
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も
ち
ろ
ん
、
泣
く
町
山
ま
で
行
っ
て
公
前

を
や
っ
た
も
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
新
酬
で
し
た
け
れ

ど
、
当
時
物
資
の
不
足
な
時
代
で
、
セ
ッ

ト
を
作
る
木
材
や
、
紙
や
え
の
ぐ
な
ど
で

も
な
か
な
か
入
手
で
き
ず
、
お
互
い
金
を

出
し
合
っ
て
苦
労
し
な
が
ら
公
演
を
や
っ

た
も
の
で
す
。
そ
の
う
ち
、
お
互
い
に
本

職
の
方
が
忙
が
し
く
な
っ
て
誕
撤
し
て
き

で
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
活
動
は

人
け
で
も
若
い
暗
に
受
け
つ
が
れ
て
や
っ
て

い
ま
す
。
か
つ
て
の
わ
れ
わ
れ
の
グ
ル
ー

プ
か
ら
は
、
一
γ

レ
ピ
タ
レ
ン
ト
の
椀
作
栄

ひ

お
だ
と
か
、
配
F
rナ
さ
ん
、
そ
れ
に
仏
政

ざ
ん
な
ど
、
既
に
そ
の
道
の
へ
一
プ
づ
ン
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

当
時
は
簡
山
川
町

で
鼠
も
活
動
的
な
演
劇
悶
体
と
し
て
、
現

在
活
眼
中
の
富
山
市
内
の
日
凶
陥
ー
一
と
か

そ
の
他
の
団
体
に
－
与
も
ひ
け
を
と
ら
ぬ

活
動
を
な
し
て
い
た
も
の
で
す
。
そ
の
後

の
朝
日
町
の
前
劇
活
動
は
、
連
合
青
年
間

の
方
へ
受
け
つ
が
れ
、
意
欲
的
な
荷
動
を

や
っ
て
い
ま
す
か
、
町
v
J
局
あ
た
り
も
何

ら
か
の
形
で
出
廷
し
て
・も
ら
い
た
い
も
の

だ
と
思
い
支
す
。

多
数
の
芸
術
家
を
輩
出
し
て
い
る
朝
日
町

ー
現
在
な
お
活
躍
中
の
文
化
人
の
顔
ぶ
れ
｜

さ
司
会文
化
運
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ま
だ
ま

だ
広
い
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
万
も
多
く
あ

り
ま
し
て
、
た
と
え
ば
彫
刻
家
の
開
発
芳

光
さ
ん
、
平
仮
芳
文
さ
ん
、
現
在
活
躍
中

の
柚
月
芳
ざ
ん
な
ど
、
そ
れ
に
詩
人
と
し

て
故
人
に
な
ら
れ
た
府
川
栄
次
郎
ざ
ん
の

業
績
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す

な
お
、
俳
人
の
片
桐
さ
ん
、
稲
再
吟
社
の

抑
沢
鈍
作
さ
ん
、
夫
人
の
月
波
さ
ん
、
そ

の
ほ
か
、
美
術
部
門
で
は
盟
軟
乍
次
さ
ん

も
活
開
削
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
亡
く
な

ら
れ
た
、
小
坂
勝
人
さ
ん
も
立
派
な
作
品

を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
歌
人
と
し
て
の
金

森
精

一
さ
ん
も
先
ほ
ど
話
に
出
ま
し
た
が

こ
こ
に
お
い
で
に
な
る
広
川
親
義
ざ
ん
な

ど
は
、
現
hu
ω
富
山
県
の
歌
壇
を
築
き
上

げ
ら
れ
に
万
で
、
い
ま
な
お
北
日
本
歌
壇

の
選
者
も
や
っ
て
お
い
で
に
な
り
、
県
の

万
葉
顕
彰
会
の
お
仕
事
も
や
っ
て
お
い
で

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
進
国
家
と
し
て
大
平

山
議
ざ
ん
も
、
最
近
東
京
の
方
へ
出
ら
れ

あ（野選室長易会喜）第166号く7)

ま
し
た
が
、
町
の
文
化
に
大
変
貢
献
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
芸
能
人
と
し
て、

先
ほ
ど

大
平
先
生
の
話
に
出
ま
し
た
左
京
子
さ
’
九

梅
津
栄
さ
ん
、
そ
の
ほ
か
音
軍
部
門
で
は

現
花
富
山
大
学
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
県

寂
富
治
さ
八
、
小
沢
慎

一
郎
さ
八
な
ど
、

み
ん
な
本
町
出
身
の
方
で
あ
り
ま
し
て
、

今
後
共
町
の
文
佑
の
向
上
に
刈
を
か
い
で

い
た
。たき
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
寸
。

細
川閑
却
さ
ん
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

は
、
大
正
六
年
か
七
年
断
、
九
月
か
卜
川

に
上
野
に
文
展
が
聞
か
れ
た
と
き
、
拡
が

見
に
行
っ
て
鴛
い
た
こ
と
は
、
入
る
広
り

こ
の
町
の
人
た
ち
の
作
品
が
ズ
一
ソ
リ
と
人

選
し
て
い
る
ん
で
す
。
開
発
刀
光
、

佐
々

木
犬
樹
、
そ
れ
に
長
島
勝
正
さ
ん
わ仏
ん
か

も
並
ん
で
い
る
ん
で
す
。

当
時
の
文
民
な

ん
か
入
選
す
る
の
が
容
易
じ
ゃ
な
か
っ
た

ん
で
す
よ
。
と
に
か
く
郷
土
作
家
の
作
品

で
会
場
を
圧
倒
し
て
い
ま
し
た
よ
。

司
会

こ
の
町
の
丈
術
¢
発
肢
に
は
、
U
円
々
木

大
樹
さ
ん
と
か
、
長
島
勝
正
さ
ん
あ
た

η

の
影
響
が
相
官
」
あ
ー
っ
た
で
し
ょ
う
ね
c

広
川い
ま
は
、
版
画
の
方
で
間
部
先
生
と
か

長
崎
助
一
之
ゑ…
さ
ん
、

日
本
国
で
は
谷
口
山

郷
ざ
ん
、
長
崎
突
入
さ
ん
、
洋
画
で
は
川

名
秀
雄
さ
ん
な
ど
、
美
術
の
方
は
草
笛
で

す
ね
。

轟
そ
れ
か
ら
勝
間
秋
常
氏
も
忘
れ
ら
れ
な

い
一
人
で
す
ね
。

司
会ま
あ
、
現
在
盛
八
に
活
躍
し
て
お
ら
れ

る
新
進
気
鋭
の
方
も
続
々
と
あ
と
を
次
い

で
出
て
お
ら
れ
る
し
、
学
者
の
万
も
今
一く

県
内
外
で
活
躍
さ
れ
て
お
ら
れ
る
わ
け
で

す
が
：
；・

河
合
の
ま
ず
き
で
時
間
が
太
霊
長
ひ
き

ま
し
て
、
ま
だ
こ
ち
ら
で
用
意
し
て
お
い

た
却
も
出
な
く
て
済
ま
せ
る
よ
う
で
あ
り

ま
す
が
、
こ
こ
で
活
を
ひ
と
医
切
り
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
患
い
ま
す
。

長
時
間
に
わ
た
り
ま
し
て
、
い
う
い
う

剖
白
い
内
輪
話
や
、
あ
る
い
は
ま
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
て
よ
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
β
で
ま
ど

ま
．
た
お
話
し
を
し
た
か
っ
た
面
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
司
会
の
ハ
ン
ド
ル
の
とり一

方
で
、
う
ま
く
引
き
出
せ
な
か
っ
た
面
は

深
く
お
詑
ひ
申
し
あ
げ
ま
す
。
ど
う
も
い

ろ
い
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
・
ま
し
た
。

〈
お
わ
り
）

川

E
t
i－－！・
i
t
i！・！・
1
・！・
1
・！・
1
1
1
1・l
d

～

司

到

政

治

官

一

「
1
1
1
1L

日

間

肝

二

（
農
業
）

日

～
間
部
担
治
へ
あ
さ
ひ
編
集
委
パU

農
政

一

円

I
l
i－
－
－

附
日
一
日
〈
文
化
制
調
安
安
員
、
教
員
）

円

…

一
出

席

者

一

（ぐ

イ

二
二

川
」

州
制
し
史
、

主
宰
P
件

一

円

I
l
l－
－
a

広
川
親
義
（
教
育
委
員）

～

円
伊
東

礼
一ニ
（
公
社
弔
性
）

文
学
、
美
術

品

日

丈
化
運
動
そ
の
他

細
川
院
次
郎
（
糸
舗
）

日

～
内
山

よ
し
（
制
一
地
用
品

F

文
佑
運
動
と
そ
の
人
物

一

月

胤

併

、

習

悦

一

松

卜

弘

（

農

業

）

品

目
小
山

ι一
（教
丙
ト
パ

』

取

市

中

山

～

教

育

水

川

節

男

（

漁

業

）

日

九
六
日

出
一
一
（作
恥
ヘ公
民
配
ーμ
）

漁

業

町

…

文
化、

交

泊

ル

下
野
す
な
（
脳
人
会
長）

向

日
大
一千

－
術
（
教
れ
」

財
人
会
活
動

伊

川

戦
後
の
いX
m
f
前

脱

出

動

泌

郁

郎

（
染
物
業
）

叩

【
大

Y

鉄
治

（出
版

附

）

文

也

運

動

向

山

商
業
、
金

融

伝

群

午

（

文

佑
財
調
査
委
員
）

丹

付
加
藤
常
次
郎

（元
校
長
〉

簿
察
、
行
政
、
交
通

日

市

教
育
、
文

化

山

間

鯨

嗣

（

農

業

）

～

山
草
野
昨
木
町
（
朕
師
〉

行
政
、
政
治

A

V

K
按
、
保
健

山
崎

繋
松

（農
業
）

日

～
小
沢
し
げ

〈主
制
）

農

業

－

A

風
俗
、
習
慣

山

川

幡

（

正

校

長）

品

目
問
中

主
義
（
下
山
町
業

）

教

育

一

｝

陸
芸
、
炉
、管

制
本

ひ
ざ

（
旅
館
業）

日

…
谷
川
松
次

郎

（

土

建

業

）

生

活

文

化

…

一

戸明

治

百

年

を

語

る

座

談

会

の

…

…

記

事

を

終

わ

る

に

あ

た

っ

て

…

A

ト
二
月
号
以
米
連
戦
し
ま
し
た
明
治
乙
と
ば
を
そ
の
ま
ま
記
録
登
載
し
ま
し

品

目
百
年
の
郷
土
を
店
る
座
談
会
記
療
は
、
た
の
で
、
そ
の
点
と
了
解
く
だ
さ
い
。

日

～
本
号
を
も
っ
て
終
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
記
事
及
び
録
音
テ
1
ア
は
、
町
に
お
い

v

m

し
た
。
連
載
以
来
、
町
民
各
位
か
ら
、
て
町
史
の
資
料
の

一
端
と
し
て
長
く
保

時

間
強
い
関
心
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
、
そ
の
存
、
利
用
す
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。
明

）
閥
、
い
ろ
い
ろ
の
意
見
や
投
書
な
ど
も

長
い
間
ζ
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

－

山
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
し
た
。

由

白

内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

時
間
、
事

A

M

実
共
に
遣
っ
て
い
る
点
も
多
く
あ
っ
た
（
あ
さ
ひ
編
集
委
員

山

…
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
発
言
者

の

座

談

会

司

会

者

間

部

善

治

じ
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ー
税
条
例
の

地
万
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

が
四
月
九
日
に
公
布
さ
れ
た
乙
と
に
と
・
も

な
い
、
朝
日
町
税
条
例
の
一
部
が
改
正
さ

れ
・
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
方
税
負
担
の
現
状
に
か
ん

が
み
て
、
住
民
負
担
の
軽
減
と
合
理
化
を

図
る
た
め
に
行
な
わ
れ
る
も
の
で
、
そ
の

主
な
る
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す。

町
民
税
は
諸
控
除
の
引
き
上
げ
に
よ
っ

て
、
所
得
舗
に
生
わ
り
が
な
い
場
合
は
少

し
安
く
な
り
ま
す
。

ひさ

付
各
種
控
除
額

あ

区 分改 ＂i1：後 Ii致 d噂 jjiJ
町民税誕礎慨除額 l 1 2 )j円1 l l万円

配偶者控除額 ， 1 0万四 9万円

砂丘監盟i二.6届iー云亘
書区制控除額等 ！ 7万円i 6万円

一 一 一 一一 一一
特別陣得者控除額1 9万円｜ 8万円
白色事業専従者控除額 1 1 ~万円1 1 1万円
青色 // ・先！？そ給与制 l. 1 7万円
陣富者~~1：課説限度数 3 0万円｜ 2 8万円l

（塁強鎚易会見）第166号

部
改
正
｜

同
町
民
税
の
特
別
徴
収
は
今
ま
で
十
カ

月
納
付
で
あ
っ
た
の
が
十
ご
カ
月
納

付
に
な
り
ま
し
た
。

同
軒
自
動
車
税
に
宮
ト
・単
税
制
一
、
玉

0
0円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

（
娩
務
諌
）

ぜ
い
き
ん
は

有
利
な
前
納
を
グ

年
税
踊
－
万
円
で
－
一
盲
五
＋
円
お
返
し

し
ま
す
。

六
月
は
町
県
民
税
の
納
期
で
す
。
お
手

も
と
の
納
税
通
知
書
で
か
ん
た
ん
に
前
納

が
で
き
ま
す
。

た
と
え
ば
年
税
制

一
万
円
の
町
県
民
脱

を
六
月
中
に
九
十
納
さ
れ
た
時
は
、
次
の
よ

う
に
報
奨
金
を
A
算
し
て
お
返
し
し
ま
す

ぜ
い
き
ん
は
利
利
な
前
納
で
豊
か
な
家

計
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

（
税
務
浪
〉

昭
和
田
＋
回
年
度
国
家
公
務
員

採
用
初
級
試
験
に
よ
る

税
務
大
学
普
通
科
入
校
案
内

初
級
詰
験
に
合
棉
し
て
税
務
職
員
に
採

用
さ
れ
た
万
は
、
実
際
の
仕
事
に
従
事
す

る
に
先
立
っ
て
、
税
務
の
専
門
教
背
を
受

け
る
た
め
に
、
採
用
と
同
時
に
脱
務
大
学

普
通
刺
に
入
校
し
、
約
一
カ
年
の
研
修
を

受
け
、
卒
業
す
る
と
た
だ
ち
に
大
離
事
務

山
口
と
な
っ
で
国
税
の
仕
事
に
従
事
す
る
乙

と
に
な
り
ま
す
。

町

県

民

税

納
削
斗
l
州
制
1
一品
。τ報
奨
金

一
期
へ
六
月
）
言
、
五
O
O円
7
／
一
／
／

煽
山
崎
）
一
二
、
五
O
O向
亡

に

恒

円

三
期
（
＋
月〉
二
、
五
O
O同
一
三

七
五
円

四
期
〈
一
月
〉
一二
、
五

O
o
t
六

＝
五
O
円

報

奨

金

合

計

一一一五

O
円

－l
事

業

所

統

計

－

－
｜
調
査
に
ご
協
力
を

L

総
理
府
統
計
局
で
は
、
じ
汀
一
日
か
ら

全
国
レ
っ
せ
い
に
事
業
所
統
計
調
査
を
行

な
い
ま
す
。

と
の
調
査
は
、
事
務
所
、
工
場
、商
店
、
飲

食
店
を
は
じ
め
、
駅
、
学
校
、
病
院
、
神
社
、

守
院
に
い
た
る
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の

事
業
所
に
つ
い
て
行
な
う
も
の
で
、
こ
の

調
査
か
ら
作
ら
れ
る
統
計
は
、
国
、
都
道

府
県
、
市
町
村
で
の
純
一
商
政
策
、
地
域
開

発
計
岡
、
都
市
計
幽
、
地
方
ぷ
付
金
の
算
定

な
ど
の
た
め
に
欠
く
と
と
の
で
き
な
い
説

本
的
な
資
料
と
し
て
使
間
さ
れ
ま

7
0

七
月
一
白
か
ら
七
月
二
十
五
日
ま
で
の

聞
に
調
査
員
が
お
う
か
が
い
し
ま
ず
か
ら

ぜ
ひ
と
協
力
く
だ
さ
い
。
（
総
務
却
）

受
験
手
続
等

受
験
資
栴

附
和
二
十
四
年
四
月
二
五
か
・
り
附
和
二

十
七
年
四
月
一
臼
ま
で
に
小
走
れ
た
川
H

r
J
 

申
込
受
付
則
間

附
利
四
十
四
年
六
ハ
二
十
凶
か
ら
七
日
川

月
四
日
ま
で
に
人
市
院
中
部
事
務
川
へ

〈
名
古
屋
市
中
区
一一
7
・九．

一の
五
の
ご

な
お
、
申
込
用
紙
な
ど
は

m
m純
務
署

に
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
品
川
部
税
務
苫
総
務
課
へ
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
角
川
叩
悦
一府
河
）

『

a
f
t』
v
J』
v
r』
’
t
』
v
t』
v
t
a’
t
』
’

p
s’
J
a
v
t』
’
t
h
v
J
A

け
で
発
作
が
お
さ
ま
り
ま
す
。
気
分
を
一

』

i

＼
J
／

了

i
一
転
換
さ
せ
る
た
め
、
ぬ
る
い
茶
ゃ
、
砂
A

．
主

＼＼
l
d
y
／

一

詔

一

糖

湯
な
ど
の
む
の
も
い
い
方
法
で
す
。

日

－

p

h
h＼
dm／
／

一

一

例

室
温
の
調
節
｜
｜
寒
さ
の
刺
激
に
よ

司

日

係

竺

妥

戸

一

一

る
血
圧
の
変
動
が
発
作
の
原
因
と
な
り

一

』

旨

』

〆

一

－

圃
恒
一
、
一

ま
す
。
室
温
を
十
八
度
t
二
十
三
度
に

『

い
小
町

一一

γ
さ
J

U弘
法
統
訪
日
ト
u
v
ヒ

ヤ

乏

弐

d
h
E子一一
一一
一

一
気
に
充
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一

－

h

E
’
e
n－
Lr・＼
一

実
一

川
医
師
と
の
連
絡
｜
｜
医
師
の
指
示
ど

－

V

巨

J
i－－－一
“

一

日

お
り
益
事
診
察
を
定
期
的
に
う
け

い

も

句

町
｜
｜

る
こ
と
が

大

切

で

す

。

一

療
養
と
日
常
生
活

一

－

w
K
心
症
の
発
作
は
、
あ
る
日
突
然
お
狭
心
症
は
危
険
な
病
気
で
す
か
ら
、

司

い
こ
る
の
が
普
通
で
す
。
し
か
し
実
際
に
医
師
の
指
導
の
も
と
に
生
活
す
る
こ
と

日

』
は
、
発
作
の
お
と
る
以
前
か
ら
冠
状
動
が
大
切
。

4

v

脈
に
動
脈
硬
化
が
進
行
し
て
い
る
の
で
的
重
症
の
場
合
に
入
院

日

』
す
。
〈
心
臓
に
血
液
の
不
足
を
お
こ
す
）
同
軽
症
の
場
合
、
日
常
生
活
を
規
則
的

唱

）
尭
作
の
き
っ
か
け

に
し
、
過
食
、
時
眠
不
足
、
和
仰
的
ス

一

』

一

般
に
食
事
の
あ
と
、
か
ら
だ
を
動
・
r
v
ス
を
ざ
け
る
だ
け
で
、
禅
び
発
作
唱

い
か
し
た
あ
と
、
精
神
的
な
緊
張
の
た
め
の
お
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
υ

λ

』
に
、
心
臓
の
鼓
動
の
高
ま
っ
た
と
き
に

村
運
動
は
適
度
で
あ
れ
ば
告
が
あ
り
ま

『

い
お

こ

り

ま

す

。

せ

ん

が

、
度
を
こ
す
と
発
作
を
お
こ
し

円

』

特
徴
は
概
み
と
不
安
感
、
ま
ず
、
か
ま
す
。
ま
た
、
似
軍
に
な
り
過
ぎ
て
迎

『

い
る
い
痛
み
で
始
ま
り
、
心
臓
に
か
た
よ
動
不
足
に
な
る
と
、
心
臓
の
カ
が
お
と

一

』

っ
た
部
分
が
‘
な
に
か
つ
ま
る
よ
う
な
る
え
、
依
内
の
栄
華
が
過
剰
に
な
っ
て

『

い
陀
出
さ
れ
る
よ
う
な
、
し
め
つ
け
ら
れ
脂
肪
が
つ
き
す
ぎ
、
動
脈
．
硬
化
を
お
乙

日

』
る
よ
う
な
、
摘
み
が
お
こ
り
ま
す
。
人
し
ま
す
。

喝

～
に
よ
っ
て
は
の
ど
を
し
め
つ
け
ら
れ
る
伺
動
物
性
肪
叫
に
注
意
す
る
こ
と

日

』
よ
う
な
、
そ
の
摘
み
は
、
万
一
周
か
ら
立
制
野
菜
、
く
．
た
も
の
は
充
分
と
る
こ
と

『

＼
加
の
内
側
を
と
お
っ
て
、
小
指
の
先
表
。
割
は
、
強
い
不
安
感
の
あ
る
場
合
、

一

』
で
ひ
び
く
こ
と
も
あ

n，ま
す
。
い
ず
れ
コ
ッ
プ
に
一
一
一分
の
一
説
院
の
日
本
。
伯
を

司

い
に
し
て
も
、
痛
み
は
た
え
ら
れ
な
い
ほ
注
意
し
な
が
ら
飲
む
の
は
、
窓
い
と
は

円

－
ど
の
J

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
発
品
川
の
言
え
ま
せ
ん
。

『

ヤ
時
聞
は
知
か
く
、
数
秒
間
、
お
さ
ま
っ
川
タ
バ
コ
は
の
ま
な
い
万
が
よ
ろ
し
い

m

b

て
し
ま
え
ば
、
ま
っ
た
く
忘
れ
た
よ
う
と
忠
い
ま
す
。

司

一
に
グ
ー
と
し
ま
す
の
で
、
山
然
政
恒
例
入
浴
｜
｜
限
度
が
出
過
ぎ
た
場
合
二

』
し
が
ち
で
す
ο

し
か
し
、
こ
の
病
気
は
く
あ
り
ま
せ
ん
。
凶
O
民

t
四

一
院
が

喝

日

ι険
件
を
と
も
た
い
ま
す
の
で
、
か
な
よ
い
。

A

』
ら
す
仙
杭
削
の
訪
山
口
を
交
付
ま
し
ょ
，
っ
。
川
本
ざ
｜
！
冬
の
外
出
に
は
保
掘
に
注
4

V

急
に
発
作
の
お
き
た
場
合
の
応
急
処
置

惑
す
る
こ
と
が
大
切
。

日

τ心の
ぷ

｜

普

通

安

静

に

し

た

だ

（

民

有

）

一

・‘
r
A・’
J‘a－T
‘r
a－－，
、r
a－－’
J‘』．，
J‘‘a’
・r
Aa，、
r
a・’
J‘h
．，
‘e
AE’
J‘A．，、，‘
A’’
J
V
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「はかりの定期検査寸

計
量
法
に
も
と
づ
く
「
は
か

り
」
の
定
期
検
査
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
ず
か
ら
、
必
ず
受

け
て
く
．
た
さ
い
。

。
庁。七日
月程

庁八 ク七。四
日日日

'-f-午午午午午
後前後前後前

大
家
庄
農
協

藤
塚
公
民
館

山
崎
腰
協

間
保
股
協

桜
町
保
育
所

五
箇
庄
農
協

// 。// 

九

日

午

前

慨

川

股

協

。

午

後

宮

崎
小
学
校

。

十

日

午

前

境

連

絡

所

。

。

午

後

中

央

公

民

館

※
午
前
H
十
時
か
ら
正
午
ま
で

午
後
H
一
時
か
・
り
三
時
ま
で

。
要
領定
期
検
査
は
．
取
引
証
明
に
使
用
す

る
計
量
器
を
対
象
と
し
、
範
閉
は
次
の

と
お
り
で
す
。

一
、
対
象
計
畳
間

ω
工
場
、
事
業
場
、
店
舗
、
事
務
所

倉
庫
な
ど
で
用
い
る
計
畳
間

ω
病
院
、
薬
局
で
用
い
る
調
剤
m
A

量
諮

問
病
院
、
保
健
所
、
学
校
で
問
い
る

身
体
検
査
用
計
世
部

ω
供
出
米
、
配
給
米
、

股
段
物
な
ど

に
使
用
す
る
計
堅
持

〆’// 

運
搬
車
購
入
で
機
動
力

増
し
た
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー

朝
日
町
理
制
教
育
セ
ン
タ
ー
に
迎
隙
自

動
車
が
入
り
、
機
動
力
を
生
か
し
た
活
動

を
桜
開
し
て
い
る
。

近
年
の
経
済
の
繁
栄
と
自
由
化
に
作
い

技
術
革
新
、
斜
字
教

ηの
慌
叫
と
い
う
こ

と
が
大
き
く
叫
ば
れ
て
、
判
円
町
で
も
脱

税
教
育
振
興
の
た
め
べ
理
科
教
育
セ

ン
タ

ー
が
設
置
さ
れ
て
七
年
目
、
以
来
条
件
整

備
の
不
十
分
な
中
で
、
そ
の
効
製
的
な
運

営
に
最
醤
の
努
力
が
統
け
ら
れ
て
き
た
が

さ
ら
に
強
力
な
活
動
俄
進
山
た
め
、
七

ン

タ
i
に
機
動
力
が
喪
諾
さ
れ
．
こ
の
た
び

の
運
搬
車
購
入
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
数
百
円
委
員
会
）

〈
写
真
よ
〉

機
動
力
が
僧
唱
し
て
活
動
も
充
実

二
、
対
訟
と
な
ら
な
い
計
制
中
間

ω
畳
屋
、
ガ
ラ
丸
一
民
、
大
．上、

石
工

建
具
屋
、
浴
場
の
使
用
す
る
計
培
摺

仰
家
庭
用
計
量
器

三

除
外
事
業
場

聞
紙
、
郵
政
、
専
売
事
業
場
、
日
本

通
迎
、
良
問
販
売
店

（
ぃ
民
業
諜
V

t
p
h、
充
実
し
た

az問
団
活
動
を

4
I
め
ざ
し
て

ー
第
九
回
育
研
集
会
｜

朝
日
町
連
合
青
年
附
主
催
の
郁
九
州
明

日
町
背
年
問
題
研
究
集
会
は
、
五
川
二
十

四
日
、

二
十
五
日
の
州
目
、
五
間
庄
小
学

校
に
約
八

C
V引
の
切
皮
川
口
が
%
ま
っ
て

附
州
航
さ
れ
た。

こ
れ
は
、

監
雑
多
岐
な
社
会
情
勢
れ
中

に
あ
っ
て
、

同
じ
地
域
に
日
む
舟
作
と
し

て
閲
爪
動
を
行
な
っ
て
い
く
中
で
、
ど
の

よ
う
に
し
て
地
域
の
加
問
題
に
刈
処
し
て

い
け
ば
良
い
か
を
、
お
五
い
の
体
験
を
、

朝日町教育委間会、朝日町体育協会主催の、歩こう

会hが、こどもの日の5月5日に実施され、泊地IXの

老若予j女約80名が参加、役場前から城山田上を続て、

宮崎ihHどへの約 6.5伽を~えいた。

参加者は、 真夏を！担、わせる暑さをものともせず元気

野島二郎先生の「城山の歴史」

たむけ、名物タ ヲfI・にEつづみを打って快晴の1日を

楽しんだ。

あるけグあるけ、

と
に

M
L
A円い
、
そ
の
中
か
・
り
探
く
人
間

関
係
を
つ
く
り
、
青
年
の
主
体
性
を
確
立

し
よ
う
と
す
る
主
旨
の
も
の
で
、
参
加
し

た
問
白
は
、
恋
し
い
会
食
、
キ
吋

－J
ド山川

サ
ー
ビ
ス
、
レ
μ

リ

z
l
シ
ョ
ン
や
記
念

湘
削
を
中
に
は
さ
み
、

一．
地
域
課
題
」
、

「
組
織
と
情
宜
」
、

「
団
活
動
と
サ
ー
ク

ル」

、

「
女
子
活
動
」
の
四
分
科
会
に
分

か
れ
て
真
剣
に

A
識
を
交
わ
し
た。

敗
後

ω全
体
討
議
で
法
、
符
分
科
会
報

円
や
質
問
が
た
さ
れ
、
「
行
作
回
目
か
ら

飲
澗
辿
転
者
を
絶
別
に
山
さ
な
い
」
、
「

青
年
の
域
建
設
運
動
を
強
力
に
展
開
す
る

」
の
二
つ
の
決
議
会
採
択
し
て
全
日
患
を

終
え
た
。

（刷
日
連
合
青
年
間
）

〈
写
真
上
〉

分
科
会
で
の
討
論
嵐
長

町
づ
く
り
の
手
助
け

を
す
る
簡
易
保
険

簡
易
保
険
新
加
入
運
動
実
施
中
タ・

郵
便
局
の
簡
易
保
険
は
、
年
々
順
調
に

伸
長
し
、
そ
の
契
約
商
は
、
七
兆
円
に
遥

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

朝

H
町
で
も
、
学
校
建
設
事
業
、
簡
易

水
道
事
業
、
公
営
住
宅
事
業
、
都
市
計
画

事
業
等
に
一
億
円
余
り
の
融
資
を
う
け
、

町
づ
く
り
の
た
め
に
広
く
利
用
し
て
い
ま

す。
い
ま
郵
便
局
で
は
、

簡
易
保
険
新
加
入

運
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
簡
易
保
険
の
資
金
を
増
加
す

る
乙
と
に
よ
っ
て
、
町
へ
の
組
元
を
期
大

し
、
町
民
の
純
情
引
生
活
の
安
定
と
地
域
住

民
の
福
祉
増
進
に
寄
与
し
、
明
る
く
住
み

よ
い
町
づ
く
り
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
ω

（
明
日
町
役
場
）

（
泊
郵
便
局
）

今
月
の
税
金
は

一

一
町
県
民
税
一
期
分
で
す
一

。
自
衛
官
募
集
中
。

問
い
合
わ
せ
ば
役
場
総
務
課
へ

（
総
務
課
）

a
a
z
a
T
r
D
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七
月
の
天
気
予
報

ひ
マ
全
般
慨
況

天
候
の
変
動
が
大
き
く
、
特
に
・
ハ
月
後

半
か
ら
七
月
に
か
け
て
低
瓶
が
現
わ
れ
や

す
く
、
七
月
に
は
大
雨
も
服
念
さ
れ
ま
す

マ
六
月
予
報

月
初
め
は
暖
か
な
日
も
あ
る
が
、
半
ば

頃
か
ら
冷
た
い
高
気
圧
に
お
お
わ
れ
、
低

温
の
日
が
現
わ
れ
や
す
く
、
梅
雨
前
線
の

活
動
も
次
め
に
活
発
と
な
る
。
平
均
気
温

は
低
め
、
降
水
量
は
平
年
並
み
、
日
照
り

は
平
年
並
み
か
少
な
め
。

マ
七
月
予
報

前
半
は
引
き
つ
づ
き
梅
雨
前
線
が
活
動

し
、
十
八
一
闘
の
お
そ
れ
が
あ
る
。
ま
た
筏
雨

さあ

明

U
ま
で
は
低
温
も
で
や
す
い
。
平
間
気

温
は
低
め
、
降
水
量
は
多
め
、
日
照
り
は

少
な
め
で
し
ょ
う。

以
上
の
よ
う
に
天
気
予
報
が
出
て
い
ま

す
の
で青
固
ま
わ
り
を
し
て

稲
作
り
を
勉
強
し
よ
う

稲
は
六
月
中
頃
ま
で
に
分
け
つ
を
と
り

終
わ
る
べ
き
で
す
。
そ
れ
は
、
そ
の
時
期

以
後
に
分
け
っ
し
た
も
の
は
み
な
、

mm効

分
け
つ
に
な
る
か
ら
で
す
0

・
た
か
ら
、
ど

ん
な
品
種
で
も
、

ζ

の
頃
か
ら
六
月
下
旬

ま
で
は
追
肥
し
な
い
こ
と
で
す
。
こ
の
時

則
に
追
肥
す
る
と
、
掠
部
の
節
聞
が
伸
び

て
倒
伏
し
や
す
く
な
っ
た
り
、
軟
弱
に
な

っ
た
り
、
あ
る
い
は
過
繁
茂
に
な
る
た
め

に
、
病
害
虫
が
発
生
し
や
す
く
忽
り
ま
す

そ
乙
で
乙
の
時
期
の

一
日
を
休
ん
で
、
部

落
や
生
産
組
合
特
に
是
非
宵
凹
ま
わ
り
を

行
な
い
、
稲
作
り
を
研
究
し
あ
い
ま
し
ょ

う
。
草
丈
の
伸
ぴ
方
、
分
け
つ
の
多
少
、

葉
色
の
設
淡
、
病
害
虫
発
生
の
有
無
等
、

あ
る
い
は
一
緒
肥
の
施
用
時
期
や
施
用
量
、

田
干
し
の
時
期
や
程
度
、
水
の
か
け
ひ
き

等
、
他
の
農
家
や
農
業
技
術
者
と
話
し
合

－nr、、‘
、、官、‘
‘‘．．．． 
‘
 
．．
 
、、、、‘、、、‘、
、紅、‘‘、、、
．．． 
司－
a
．、、
．、、、‘‘、、、、、‘
nr

、‘
．． 
、，
．．．．． 
、、、、、．、、、
．．
 
、、、
．．
．
 
司島．、，．
、、、
．．
 
、、、－
z、、
、‘、
、、，．．． 

‘， 

（震強鎚易会号）第166号

県定公園の大標識できる／

昨η：；夜ヵ、ら作成に取りかかった限定公園様

識が、 5月20日、紙山登り口と包崎出品神社

入口に光成した。これは、昨年4月、城山・宮

崎地区－frl'l.l：県定公園に指定され、県賀補助

を受けて行なわれた本業のー・つで、出品；は高

さ l.4米、rl12.5米の自然公園にふさわしい丸
太で型取った大きなもので、 r ·it~定公園妓山

宮崎Jと白字でおjまれている。 （産業課）

い
研
究
L
合
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
こ
と
し
は
、
う
ま
い
米
を
生
産

す
る
た
め
に
奨
励
品
積
ば
か
り
に
切
り
か

え
ら
れ
て
お
り
、
奨
励
品
種
は
と
か
く
作

り
に
く
く
、
へ
た
を
す
る
と
病
笹
虫
が
発

生
し
や
す
く
、
ま
た
稗
が
弱
い
か
ら
、
倒

伏
し
て
思
わ
ぬ
減
収
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
充
分
勉
強
し
ま
し
ょ
う。

（入
普
農
業
改
良
普
及
所
朝
日
支
所
）

内職巡回相談

開設の

家
庇
内
職
に
つ
い
て
の
相
談
会
が
択
の

と
お
り
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
、
気
慢
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

守口・一J口

一
、

日

時

六
月
二
十
五
日

午
後
一
時
l
三
時
半

一
、
場
所
朝
日
町
中
央
公
民
館

て
相
談
担
当

富
山
県
内
職
公
共
職
業
補
導
所

マ
狩
猟
者
講
習
会

鳥
獣
保
護
及
び
守
猟
法
に
鉱
づ
き
附
和

四
十
四
年
度
の
狩
猟
者
鵡
習
会
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
ず
か
ら
、
希
望
者
は
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

つい－－rg
 

H

時

七

月
一

日
午
的
九
時
一－一O
分

会

場

朝

日

町
中
央
公
民
間

受
講
税
目
狩
猟
に
関
す
る
法
令

狩
猟
鳥
獣
の
判
別

猟
具
の
取
股
い

受
講
手
数
料
初
心
者
七

0
0川

経

験

者

四

O
O
円

相
明
け
町
役
場
陀
業
訓

申
込
み
先

申
込
み
と
同
時
に
受
講
料
及
び
写
真
一フ

イ
カ
版
（
六
カ
月
以
内
の
も
の
）
持
容
。

講
留
終
了
躍
後
筆
記
試
験
を
行
な
い
、

合
格
者
に
は
、
免
許
資
格
が
与
え
ら
れ
る

な
お
当
日
は
筆
記
用
具
、
中
食
持
参
の

と
と
。

（

産

業

税

）

マ
行
政
相
談
案
内

富
山
行
政
監
察
局
主
催
に
よ
る
、
巡
回

行
政
相
談
お
よ
び
行
政
懇
談
会
が
択
の
と

お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

乙
の
巡
回
行
敬
相
談
お
よ
び
行
政
懇
談

会
は
、
国
や
県
、
市
町
村
の
行
政
や
公
社
、

公
団
、
事
業
団
等
の
行
な
っ
て
い
る
仕
事

に
対
す
る
問
題
に
つ
い
て
皆
肢
か
ら
の
相

談
や
ご
意
見
、
要
望
を
お
聞
き
し
、
改
醤

し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
た
め
に
閥
州
航
さ
れ
る

も
の
で
す
。

ど
ん
な
小
さ
な
問
題
で
も
相
談
に
応
じ

ま
ず
か
ら
、
気
軽
に
ど
利
則
く
だ
さ
い
。

J
U
 

リ

時

六

月

ニ
イ
六
日
〈
木
）

午
後

一
時
i
四
時

場

所

朝

日

町

中
央
公
民
館

．
定
例
行
政
相
韻
日

日
時
毎
月
第
－
月
躍
日

年
・
前
十
時
l
午
後
四
時

所
朝
日
町
議
会
議
場

（
町
長
室
）

場一
観
光
だ
よ
り

マ
朝
日
岳
山
開
き

恒
例
の
明
日
岳
の
山
開
き
登
山
会
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
ず
か
ら
多
数
参
加
く

だ
さ
い
。

3
U
 

L

ハ
月
二
十
八
日
（
士
〉

i
二

十
九
日
〈
日
』

集
合
場
所
小
川
温
泉
元
湯
前
広
場

集
合
時
刻
当
日
午
前
八
時

会

開H

て

0
0
0円
（
外
に
米
五
合
）

嵯
集
人
民
五

O
名
（
定
白
次
術
締
切
）

J
制
に
つ
い
て
は
倒
川
町
出
場
い
が
業
訓

崩

l:l 

a
a
T
n品
τ
n
b

（
協
①
！

こ

の

O
）
に
問
い
合
わ
せ
く

だ

さ

い

。

（

産

業

課

）

マ
朝
日
町
観
光
地
写
真

ポ
ス
タ
ー
募
集

応

募

要

項

主

題

妓

山

・
宮
崎
県
定
公
園
区
域
内

及
び
小
川
温
泉
元
湯
か
ら
朝
日
岳
に
至

る
自
然
最
観
、
そ
の
他
朝
日
町
観
光
宣

伝
に
価
値
あ
る
も
の
。

作
品
〈
写
真
及
び
ボ
ス
タ
・
；
〉
白
黒
、

カ
ラ
l

（四
ツ
切
以
上
）
特
に

カ
ラ
ー
を
求
む

一〈
ポ
ス
タ
ー
〉

B
2
版
（
五

O
糎
×

七
O
粧
）
以
上

締

切

十
月
二
十
五
日

送
付
朝
日
町
役
場
産
業
課

枠
制
に
つ
い
て
は
産
業
製
観
光
係
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
産
業
訓
）

先
月
の
交
通
事
故

一

（朝
日
町
管
内
）

一

一

件

数

十

二

件

一

、

死

亡

者

O
人

…

負

傷

者

十

二

人

一

釣
り
だ
よ
り

ア
ユ
の
解
禁
は
六
月
十
六
日
で
す

但
し
、
打
谷
の
第
三
号
え
ん
堤
か
ら
上

流
は
、
「
て
ん
か
ら
、
投
網
」
の
使
用
は

禁
止
、

「
釣
り
」
は

一
カ
月
遅
れ
の
七
月

，叶
人
ハ
日
解
紫
で
す
。

地
漁
料
は
、
高
校
体
以
上
は
毛
針
問
。

C
円
、
十ぷ釣
併
用
は
ム
ハ

O
O
円
、
中
学
生

二
O
O
円
、
小
学
生

ス
×
U
円
で
す
。

治
吋．
A
の
取
扱
い
は
、
町
内
の
符
述
動

uh店
で
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

〈
制
田
町
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
）

編
集
波
発
行

印

刷

所

送

料

定

例

朝

日

町

役

場

刈

越

印

刷

六

円

六

円


